
(仮称)はぐくみの軸強化⽅針
検討会

2021年10⽉25⽇ 第１回

札幌市 まちづくり政策局 都⼼まちづくり推進室

資料４

⽬次

策定及び検討会の進め⽅

１．策定の背景と⽅針の位置づけ
1-1 背景と⽬的
1-2 対象エリア
1-3 位置づけ（上位計画との整合、計画期間）
1-4 構成

２．はぐくみの軸沿道まちづくりの理念と将来像
2-1 歴史的背景
2-2 ⾏政計画等との関係
2-3 はぐくみの軸を取り巻く現状・課題
2-4 参考とすべきまちづくりの動向
2-5 はぐくみの軸沿道まちづくりの将来像
2-6 取組み分野別施策展開の⽅向性

３．ゾーンごとのまちづくりの⽅向性
3-1 ゾーン区分の設定
3-2 ゾーンごとのまちづくりの現状

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3

・・・・・・・・・・・P4
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7

・・・・・・・・・・・・・P12
・・・・・・・・・・・・・・・P23

・・・・・・・・・・・P28
・・・・・・・・・・・・・・P29

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P30
・・・・・・・・・・・・・・・P31



検討

策 定 及 び 検 討 会 の 進 め ⽅

（仮称）はぐくみの軸強化⽅針 ⾻⼦案
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５．その他参考資料等
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1 - 1 背 景 と ⽬ 的

（仮称）はぐくみの軸強化⽅針策定の背景

・はぐくみの軸は、第2次都⼼まちづくり計画
で、都⼼まちづくりにおける東⻄の⾻格構造
の⼀つとして位置づけられている

・「⼤通公園を中⼼とする『はぐくみの軸』形
成に係わるビジョンの検討」を具体的取組と
して定めている

・札幌は2022年に市制施⾏100周年を迎える
・札幌の街が次の100年も魅⼒と活⼒を持ち続

けるために、東⻄軸として魅⼒を⾼めていく
ことが重要

• 都⼼の東⻄軸としての魅⼒を強化していくため、都市の開発気運の⾼まりに合わせて当該強化⽅針を策定し、
⼤通公園などの地域特性を⽣かした沿道のまちづくりを促進していく。

• そして、札幌市⺠が世界に誇れる札幌都⼼を実現し、新たな価値を創造しながら、
次の100年の魅⼒と活⼒を⽣み出していくことを⽬指す。

②都⼼の⾻格構造の強化 ③札幌都⼼のレガシーを⽣かした
次の100年のまちづくり

出典︓札幌市「第2次都⼼まちづくり計画」p16（H28）
現在の⼤通公園の代表的な景観（テレビ塔）
出典︓さっぽろテレビ塔HPより

１ ． 策 定 の 背 景 と ⽅ 針 の 位 置 づ け

・⼈⼝減少・超⾼齢社会の現実化
・⽣産年齢⼈⼝の減少に伴う経済縮⼩の⾒込み
・成熟社会を⽀える都市づくり
・地球環境問題に対応した脱炭素社会の実現の

必要性
・災害に強い都市づくりに対する社会的要請
・札幌オリンピック（昭和47年）を契機に建

設されたビル等の更新時期の到来
・新型コロナウィルス感染症の拡⼤
など
⇒社会情勢の変化に合わせた都⼼まちづくりが

必要

①札幌を取り巻く環境の変化

明治15年頃の札幌市街
出典︓札幌市「札幌のまちとともに歩んだ公園」（H28）
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1 - 2 対 象 エ リ ア

・対象エリア︓東⻄は第2次都⼼まちづくり計画上の都⼼の⻄端から東端まで（東⻄約2.5km）
南北は⼤通沿道の概ね南北１ブロック（南北約350m）のエリアとする。 ※下図の境界線は概ねの範囲

１ ． 策 定 の 背 景 と ⽅ 針 の 位 置 づ け

テレビ塔展望台より⻄側を眺める
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︓対象エリア

国⼟地理院地図をもとに事務局作成
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※出典の記載のない画像は、さっぽろ観光写真ライブラリーより引⽤もしくは事務局にて撮影したものです。

国⼟地理院地図をもとに事務局作成



1 - 3 位 置 づ け （ 上 位 計 画 と の 整 合 、 計 画 期 間 ）
１ ． 策 定 の 背 景 と ⽅ 針 の 位 置 づ け

連携・整合

第2次札幌市都市計画マスタープラン（2016年3⽉策定 / ⽬標年次︓2035年）

札幌市⽴地適正化計画（2016年3⽉策定 / ⽬標年次︓2035年）

第2次都⼼まちづくり計画
（2016年5⽉策定 / 計画期間︓2016年〜2036年）

札幌市まちづくり戦略ビジョン（2013年2⽉策定 / 計画期間︓2013年度〜2022年度 / ⽬標年次︓2023年度）

第４次札幌市みどりの基本計画
（2020年3⽉策定 / 計画期間︓2020年〜2029年）

都⼼のみどりづくり⽅針
（仮称）

連携・整合

◎（仮）はぐくみの軸強化⽅針

都⼼に係るエリア別計画

◎札幌駅交流拠点まちづくり計画
など

必要な都市計画決定（地区計画、再開発、都市施設整備）、地域別のまちづくりの取組
（まちづくりガイドラインの策定など）、その他個別施策の展開
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令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度）
令和

５年度

９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

（仮称）第2次札幌市
まちづくり戦略ビジョン

（仮称）
はぐくみの軸強化⽅針

都⼼のみどりづくり⽅針
（仮称）

出典︓札幌市「第2回札幌市まちづくり戦略ビジョン審議会資料」(R3),「都⼼のみどりづくり⽅針（仮称）」(R3),「第90回札幌市緑の審議会資料」(R3)

概略策定スケジュール（現時点の想定）

策定
素案

とりまとめ

・計画の位置づけ

基づく

※現在策定中

【計画期間】
（仮称）第2次札幌市まちづくり戦略
ビジョンが2040年代を⾒据えた内容
とすること、また、第2次札幌市都市
計画マスタープラン、札幌市⽴地適正
化計画、第2次都⼼まちづくり計画が
策定から概ね20年を⽬標年次・計画
期間としていることを踏まえ、本⽅針
の計画期間も策定から20年とする。

検討委員会及び審議会で検討

策定・公表パブコメ実施中間まとめ検討会で検討 検討会で検討

検討委員会及び審議会で検討

札幌市の
⾏政計画・指針

具体的取組

ビジョン編
答申

戦略編
答申

審議会で検討 審議会で検討

連携・整合



踏まえる

1 - 4 構 成

２．はぐくみの軸沿道まちづくりの理念と将来像

３．ゾーンごとのまちづくりの⽅向性

４．取組の進め⽅

取組の実効⼒を⽀える仕組み

１ ． 策 定 の 背 景 と ⽅ 針 の 位 置 づ け

はぐくみの軸を取り巻く現状・課題および強化の必要性
（歴史的背景、⾏政計画等との関係、現状・課題、まちづくりの動向）

取
組
分
野
別
の

施
策
展
開
の
⽅
向
性

・まちづくりの強化コンセプト/将来像
・施策展開の⽅向性

１．策定の背景と⽅針の位置づけ

５．その他参考資料等

・取組み推進に向けたマネジメント体制（PDCA⽅針）
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2 - 1 歴 史 的 背 景

出典︓札幌市「札幌市統計書」(R2)、DATA-SMART CITY SAPPORO「将来推計⼈⼝の推移」より
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２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像

＜明治＞
都市発展の起点となる

公園・逍遥⽂化が⽣まれた
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＜⼤正〜終戦＞
社会の近代化を背景に

沿道では都市機能の集積が進んだ

＜終戦~昭和＞
⼈⼝の増加に伴い

急速な都市基盤整備が進んだ

＜平成〜令和・将来へ＞
⼈⼝の減少が将来的に⾒込まれる中

都市の成熟化が進展し、新たな局⾯へ

主な出来事（明治）
• 1871年（明治4年）⼤通設置
• 明治中期、公園としての整備が進む

明治初期
出典︓札幌市中央図書館デジタルライブラリー

明治末頃の⼤通公園
出典︓札幌市「札幌のまちとともに歩んだ公園」(H28)

／札幌市⽂化資料室

主な出来事（⼤正〜終戦）
• 1927年(昭和2年)市電開業
• 1926年(昭和15年)現在の札幌資料館で

ある札幌控訴院が完成

主な出来事（終戦〜昭和）
• さっぽろ雪まつりやホワイトイルミネー

ション等⼤通のイベント利⽤が始まる
• 1972年(昭和47年)札幌冬季五輪開催と

同時期に地下鉄や地下街が整備

主な出来事（平成〜令和）
• 2018年（平成30年）さっぽろ創世スク

エアしゅん⼯
• 2011年(平成23年)札幌駅前地下歩⾏空

間開業

昭和12年頃の札幌市電
出典︓札幌市公⽂書館所蔵

完成当時の札幌控訴院(現︓札幌資料館)
出典︓札幌市中央図書館デジタルライブラリー

第1回さっぽろ雪まつりの会場
出典︓札幌市公⽂書館所蔵

建設中の地下街（1971年10⽉撮影） 
出典︓札幌市公⽂書館所蔵 

さっぽろ創世スクエア
出典︓（事務局撮影）

札幌駅前地下歩⾏空間
出典︓さっぽろ観光写真ライブラリー

時代に合わせて姿を変えながら、札幌を⽀える基盤としての役割を果たしてきたレガシー



取組の⾻⼦
 ⾻格軸の強化
• ⼤通公園を中⼼に南北の両街区とのパブリックスペースや回遊

空間、みどりの連続性を⽣み出すことによる、レガシーにふさ
わしい象徴性の強化

• ⼤通公園及びその沿道周辺を、札幌を象徴するレガシーとして
次の時代に繋げていくための検討

• ⼤通公園を中⼼とする「はぐくみの軸」形成にかかわるビジョ
ンの検討とそれを踏まえた地区計画・景観計画重点区域の検討

 都⼼東⻄市街地の連携強化
• ⻄１１丁⽬周辺と創成東地区を結び、駅前通と交差する東⻄軸

として、各エリアに固有の歴史・⽂化・集客資源等への⼈々の
流動を⽣み出す回遊性の⾼い移動空間を強化

• ⼟地利⽤更新等を通じたみどりの強化、回遊空間の強化に伴
い、創成川以⻄・以東の連続性を向上

2 - 2 ⾏ 政 計 画 等 と の 関 係 ︓ 第 ⼆ 次 都 ⼼ ま ち づ く り 計 画

第2次都⼼まちづくり計画（札幌市 2016年5⽉策定 / 計画期間︓2016年〜2036年）

２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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︓当検討の対象となる⾻格軸

都⼼まちづくりの⾻格構造

︓当検討の対象エリアに⼀部重なる⾻格軸・展開軸・交流拠点

新たなターゲットエリア

＜都⼼強化先導エリア＞
• ⾼機能オフィス環境の整備やエネルギーネットワークの形成等によ

り国内外からヒト・モノ・投資を呼び込み、北海道・札幌の経済発
展をけん引する都⼼まちづくりを先導するエリア

＜⼤通公園⻄周辺エリア＞
• ⼤通公園を軸として、地区に集積するホール・ホテル等の交流施設

を活かしたまちづくりを展開するエリア

＜都⼼商業エリア＞
• 沿道度⾯の魅⼒の再⽣と中⼼商業地としての歴史・伝統の活⽤によ

り活性化を図るエリア

＜創成イースト北エリア＞
• 多様な⽣活⽀援サービスや起業環境の強化とともに、地区の歴史的

なストックを最⼤限に活⽤し、創成川東⻄の市街地の連携と⼈々の
回遊・交流を⾼めるエリア

＜創成イースト南エリア＞
• コミュニティの場となる神社や市場など、地区の歴史を今に伝える

資源を活かした、創成イーストの魅⼒を⾼めるまちづくりを推進す
るエリア

展開軸

＜東四丁⽬線 〜いとなみの軸〜＞
• 展開指針
• まちづくりと連動した道路空間の活⽤検討の推進
• 沿道の活⽤可能なストックを活かした⽣業のみえる空間創出

の展開

交流拠点

＜⼤通・創世交流拠点＞
展開指針
• 都⼼における象徴的な都市⽂化拠点の創出
• 札幌の顔となる⼤通を基軸とした多様な活動、交流の創出
• ⾻格軸を介した東⻄・南北市街地の連携・結びつきの強化
• 両交流拠点をつなぐ⼤通を⼀体的に魅⼒向上

⾻格軸

＜⼤通 〜はぐくみの軸＞
展開指針
• 沿道の特性に応じたみどりの空間と活⽤空間のメリハ

リのある空間の創出
• 沿道空間と⼀体となった中核的なパブリックスペース

としての⼤通の実現
• 都⼼東⻄のエリアをつなぐ、札幌の都市⽂化、価値を

体感できる空間の創出
• 創成川以⻄のにぎわいを創成川以東まで波及させる連

続性のある空間形成

＜駅前通 〜にぎわいの軸〜＞
展開指針
• 周辺のエリア特性を活かし、都⼼のにぎわいと活⼒を

象徴する機能・空間を誘導
• 歩⾏者・公共交通を基軸とした回遊の中⼼軸にふさわ

しい機能の強化

＜創成川通 〜つながりの軸〜＞
展開指針
• 親⽔緑地空間と連動した沿道空間でのオープンスペー

ス創出等による、都⼼東⻄市街地の連続性の強化

都⼼まちづくりの⽬標
• 北海道・札幌の中核として世界に⽐肩する都⼼強化の側⾯から
「国内外から活⼒・投資を呼び込む札幌都⼼ブランドの確⽴」
• 市⺠の暮らしの中⼼となる都⼼づくりの側⾯から
「魅⼒的なライフスタイル・ワークスタイルの実現」



２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像

都⼼における今後の⽅向性
• ⼈を中⼼とした安全で快適な交通環境を形成
• 誰もが都⼼にアクセスできる利便性の⾼い交通ネットワーク形成
• ⺠間の開発との連携や道路空間の再配分等により、都⼼部の限られた公共空間にお
いて必要な交通機能を効果的に確保

札幌市総合交通計画
（札幌市 2012年1⽉策定 2020年3⽉改定 / ⽬標年次︓2030年）

都⼼エネルギーマスタープラン 2018-2050
（札幌市 2018年3⽉策定 / 計画期間︓2035年度 / ⽬標年次︓2050年度）

施策パッケージ〜今後１０年間に⾏う主な交通施策〜

8

札幌市景観計画（札幌市 2017年2⽉策定 / 計画期間︓2035年）

• 北の⾃然・都市・⼈が輝きを織りなす美しい札幌の景観を創り上げる

取組の基本⽅針 計画対象区域とエリア区分

低炭素 強靭 快適・健康

計画の理念

1. 札幌固有の景観特性と街の成り⽴ちを尊重し、秩序と調和のある景観づくり
2. 地域の個性が際⽴ち、多彩な輝きを放つ景観づくり
3. 多様な主体がつながり、持続的に取組を重ねる景観づくり

景観形成の⽬標

ア ⾃然を守り、⽣かす
イ 歴史を踏まえ、受け継ぐ
ウ 札幌の「顔」を創り、磨く
エ 地域の個性を⾒いだし、伸ばす
オ みんなが取り組み、広げる
カ ⾏政は率先し、⽀える

基本姿勢

• 全市的視点︓「⾃然」、「都市」、
「⼈（暮らし）」

• 地域的視点︓特定の地区の特性を踏
まえ、景観計画重点区域や景観まち
づくり推進区域等において定める

景観形成の⽅針

2 - 2 ⾏ 政 計 画 等 と の 関 係 ︓ 札 幌 市 の 関 連 計 画

景観計画重点区域

⼤通地区



●Tゾーン駅前通沿道地区まちづくりガイドライン
（2019年6⽉策定 Tゾーン駅前通沿道地区まちづくり研究会）

• にぎわいが連続する街並みをつくる
• 地区にふさわしくない機能を抑制する
• まちなかの共⽤空間を充実させる
• 中通りを魅⼒的にする
• 地上・地下の歩⾏環境を快適にする

●⼤通交流拠点まちづくりガイドライン
（2007年3⽉策定

⼤通交流拠点まちづくりガイドライン検討会）
• 都⼼の中⼼として⼈々の意識の中に印象づけられる
特徴的な場とする

• メインストリートとしてまち歩きを楽しめる明快で
特徴的な景観軸をつくる

• 最も魅⼒的なオープンスペースとしての⼤通の価値
を⾼める

●札幌駅前通地区まちづくりビジョン
（2019年6⽉策定 札幌駅前通協議会）

• 多様な⼈々、企業が魅⼒を感じ、訪れ、交流し、何かが
⽣み出される“まち”を⽬指す
 将来像︓国内外からの多様な⼈々の集積と交流により

様々な活動・ビジネスが創出されるまち〜イノベー
ションエリア〜

●⼤通沿道（東１〜⻄４）まちづくりガイドライン_1.0
（2020年3⽉策定 都市⽂化創造拠点まちづくり研究会）

• 札幌を体感できる象徴的な空間を形成する
• きめ細かな場づくりからエリアの多様性を発揮する
• まちの連続性と快適性を体感できる回遊環境を⽣み出す
• まちの信頼性を⾼め、選ばれるまちとしての価値を備える
• まちの魅⼒や価値を⽀える仕組みの充実を図る

対象エリア

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

2 - 2 ⾏ 政 計 画 等 と の 関 係 ︓ 地 区 計 画 及 び 地 域 主 体 の ま ち づ く り の 動 き
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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●都⼼東地区の⽬標

• ⼟地の合理的かつ健全な⾼度利⽤を促進し，
適正な商業業務機能の充実を図ることにより
良好な市街地を形成

●⼤通交流拠点地区の⽬標

• 都⼼の中⼼として⼈々の意識の中に印象づけ
られる特徴的な空間と多様な活動を⽀える拠
点の形成

• 明快で特徴的な景観軸であるとともに、まち
歩きを楽しむメインストリートである「にぎ
わいの軸」形成の先導

• 最も魅⼒的なオープンスペースである⼤通の
価値を活かした「はぐくみの軸」形成の先導

●都⼼創成川東部地区の⽬標

• ⼟地の⾼度利⽤と併せてオープンスペースの
創出や都市サービス機能の充実を促し、多様
な機能が複合化した質の⾼い複合市街地を形
成

●創世交流拠点地区の⽬標

• ⽔辺空間との連携やオープンスペースの実現
など、これからのまちづくりのモデルとなる
都市空間をつくる

• 札幌の都⼼まちづくりを先導する地区として、
⽂化芸術機能、交流機能等の導⼊による都市
機能の⾼度化を図る

• 地区特性に応じたオープンスペースの整備に
より、魅⼒ある都⼼空間の形成を図る

●札幌駅前通北街区地区の⽬標

• 「都⼼強化先導エリア」や「にぎわいの軸」
で⽬指す都⼼強化に資する⾼次な都市機能や
にぎわいを呼ぶ沿道機能の導⼊

• 重層的な歩⾏者ネットワーク空間の形成、軸
性を演出する景観の形成

• 多様な活動が⽣まれる空間づくりを誘導する
とともに「札幌駅前通地区まちづくりビジョ
ン」の実現を推進

• 札幌のメインストリートとして魅⼒ある都⼼
空間を創出

エリア別計画

＜地区計画で掲げられる⽬標＞

本 ⽅ 針 は 地 区 計 画 や 地 域 主 体 の ま ち づ く り の 動 き 踏 ま え
沿 道 で 地 域 特 性 が 異 な る こ と を 意 識 し た 検 討 を ⾏ う 必 要 が あ る



2 - 2 ⾏ 政 計 画 等 と の 関 係 ︓ 並 ⾏ し て 策 定 中 の ⾏ 政 計 画
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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①⽣涯健康で活躍できるまちづくり
• ⽣涯にわたって学び活躍することができる社会が求められて

いる。
• ⼀⼈⼀⼈がいつまでも健康で⾃分らしい⼈⽣を送れるような

環境づくりが必要。

②共⽣社会の実現
• 札幌市は年齢、性別、国籍、障がいの有無等に関わらず、多

様性を認め合い格差の無い共⽣社会を⽬指してきた。
• 双⽅向に⽀え合うという視点がこれまで以上に重要。

③次世代につなぐ地球環境
• 札幌市では2050年のゼロカーボンの実現などを⽬指した取

組を進めている。
• 次の世代に豊かな地球環境を引き継いでいくために、持続可

能な脱炭素社会を形成していく必要がある。

④都市のリニューアル
• ⽼朽化し更新時期を迎えている建物への対応として、都⼼の

再開発やバリアフリー化を進めていく必要がある。
• オリパラ招致や北海道新幹線の延伸・開業を契機とした都市

空間整備により、都市の付加価値を⾼めていくことが必要。

⑤デジタル化の推進
• デジタル技術の急速な進化やコロナ禍の影響を受け、社会経

済活動のデジタル化に対する必要性が⾼まっている。
• ICTの積極的な活⽤による「デジタルトランスフォーメー

ション」を実現していくことが必要。

⑥あらゆる危機への対応
• 災害発⽣時に⽣活に必要となるライフラインや社会インフラ

の維持、業務継続などの在り⽅の検討をする必要がある。

（仮称）第2次札幌市まちづくり戦略ビジョン策定⽅針 （2021年3⽉9⽇決定 札幌市）

昨今の社会経済情勢からの考察

●策定⽬的

今後の札幌市を取り巻く社会経済情勢の変化を捉えながら、札幌市が⽬指すべきまちの
姿とまちづくりの⽅向性を市⺠と共有し、共に取り組んでいくための指針となるもの。

●位置づけ

札幌市の計画体系で最上位に位置付けられるものであり、様々な分野の個別計画は、こ
れに沿って策定される。

●策定に当たっての基本的な視点

① 市⺠と共に作り、共有できるまちづくり
の指針

• 第２次戦略ビジョンを策定する過程におい
て、市⺠と検討し、作り上げ、広く共有す
る。

② SDGs の視点の反映

• SDGs の理念やゴールも踏まえながらまち
づくりの⽬標を設定するとともに、社会・
経済・環境の３つの側⾯を連動させ、分野
横断的に検討する。

③ 北海道・世界の中の札幌市

• 道内他市町村と様々な場⾯で連携し、互い
の強みを⽣かした取組を着実に進める。

• 北海道の冷涼な気候や地理的な優位性も⽣
かしながら、都市機能を⾼め、次の時代に
おいても、経済や環境分野を始め、多⽅⾯
に秀でた世界に冠たる都市となることを⽬
指す。

●構成

ビジョン編と戦略編で構成。

ビジョン編では、⽬指すべき札幌市の将来の都市像を
掲げ、都市像を達成するための取組⽬標を定める。

戦略編では、ビジョン編で掲げる⽬標の達成に向けた
施策の⽅向性を定める。

●計画期間

• 札幌市が市制施⾏ 100 周年を迎える 2022 年度〜
2031 年度までの10 年間の計画とし、戦略ビジョン
（2013〜2022 年度）を１年前倒しして改定する。

• 内容は、⾼齢者⼈⼝がピークを迎える 2040 年代を
⾒据えた上で策定する。

まちづくりの基本⽬標（案） 出典︓札幌市HP 第2回札幌市まちづくり戦略ビジョン審議会（R3.7.15）配布資料 資料4

●基本⽬標の設定の考え⽅

まちづくりに共通する３つの重要概念（以下）を定め、この概念と札幌市のＳＷＯＴ分析を基に考察を⾏い、基本⽬標を導く。

ユニバーサル（共⽣）
⽀える⼈と⽀えられる⼈という⼀⽅向の関係性を超え、

双⽅向に⽀え合うこと
（障壁や困難の解消、格差の是正、機会の均等、交流の促進、

⾃然との共⽣など）

ウェルネス（健康）
誰もが幸せを感じながら⽣活し、⽣涯現役として活躍できること

（⾝体的な健康、精神的な健康、社会的な健康など）

スマート（健康・快適）
先端技術等を活⽤し、まちの魅⼒・快適性を⾼めていること

（利便性の向上、⽣産性の向上、⼈材育成、ゼロカーボンなど）

本 ⽅ 針 に お け る 検 討 の 視 点 は
札 幌 市 ま ち づ く り 戦 略 ビ ジ ョ ン 策 定 に 向 け た 検 討 の 視 点 と ⾜ 並 み を 揃 え る 必 要 が あ る



2 - 2 ⾏ 政 計 画 等 と の 関 係 ︓ 並 ⾏ し て 策 定 中 の ⾏ 政 計 画
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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「都⼼のみどりづくり⽅針（仮称）」の概要 出典︓札幌市HP 第90回緑の審議会（R3.5.13）配布資料

全体概要 基本⽬標１︓都⼼の魅⼒を⾼めるみどりの創出

概要 ※概要のみ札幌市資料より抜粋

• 札幌市は、郊外部では計画的に公園緑地を配置してきた⼀⽅で、都⼼においては、⽤地
買収および公園整備が進まない状況が続いており、市⺠からも都⼼のみどりの充実を求
められている。

• 札幌都⼼では、今後ビル群が⼀⻫に更新時期を迎えるなか、北海道新幹線の札幌延伸や
都⼼アクセス道路計画、冬季オリンピック ・ パラリンピック開催招致などを契機にまち
づくりが進展すると予想されている。

• 令和2年3⽉に策定した 「第4次 札幌市みどりの基本計画」においては、第2次都⼼まち
づくり計画等と連動した都⼼のみどりづくりに関する⽅針を策定することとしている。

• 以上を踏まえ、都⼼におけるみどり空間の創出を進めていくために、①⺠間 建築物の建
替更新、②公共施設の整備・更新などの（特にウォーカブルシティを⾒据えた）まちづ
くりと連動した新たな緑化施策の展開により、みどり溢れ魅⼒と活⼒に満ちた都⼼を形
成することを⽬的として、「都⼼のみどりづくり⽅針 （仮称）」 の策定に取り組む。

●位置づけ

「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を最上位計画とし、「第４次札幌市みどりの基本計画」「第２次札幌市都市
計画マスタープラン」、「札幌市⽴地適正化計画」を上位計画都市、「第２次都⼼まちづくり計画」その他の部
⾨別計画と整合・連携を図る。

●⽅針対象

今後まちづくりが推進される都市再⽣緊急整備地域、特定都市再⽣
緊急整備地域や都市再開発⽅針における２号地区を網羅した範囲。

●策定スケジュール

令和４年度策定予定

●⽬標年次

おおむね10年後の令和12年（2030年）を⽬標とする

基本⽬標２︓みどりのネットワーク形成

本 ⽅ 針 で の み ど り に 関 す る 内 容 は
都 ⼼ の み ど り づ く り ⽅ 針 と の 連 携 を 図 り つ つ 検 討 し て い く 必 要 が あ る
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50年以上

40年以上50年未満

30年以上40年未満

20年以上30年未満

10年以上20年未満

10年未満

今後10年程度で耐⽤年限を超える
建築物

近い間に耐⽤年限を超える/
既に超えている建築物

2 - 3 はぐくみの軸を取り巻く現状・課題 ①沿道建物の更新時期、開発動向

①－1. 沿道建物更新時期

• 沿道においては、今後10年間で鉄筋コンクリート造建物の耐⽤年限と考えら

れる建築後40年〜50年を迎える建物が多く、既に耐⽤年限を超えている建築

物や近い間に耐⽤年限を超える建物を合わせると全体の６割を占める。

• 特に、⼤通・創世交流拠点周辺においては容積率緩和の適⽤を受けた開発が⾏

われており、機能更新が進んできた。

• ⼀⽅で、⼤通公園⻄周辺エリアや、創成イーストエリアなどでは、個別の建て

替え事業以外での⼟地利⽤は進んでいない。

• 今後、札幌駅交流拠点において⼤規模な機能更新をはじめ、まちづくりを⽀え

る展開軸（いとなみの軸）である東４丁⽬通のクランク形状の解消や歩道拡幅

などを⽬的にした整備、さらには札幌都⼼アクセス道路の整備が予定されるな

ど、都⼼全体で機能更新が進んでいく

【札幌駅交流拠点におけるまちづくりの⽅向性】

２．はぐくみの軸沿道まちづくりの理念と将来像

①－２. 周辺での開発動向

【東４丁⽬通の整備】

• 創成東地区のコミュニティや来街者の安全・安

⼼な移動空間の実現や通の課題である線形の解

消を⽬指し、まちづくりの基軸にふさわしい空

間形成の促進を図っている。

• 今後、札幌駅交流拠点において⼤規模な機能更新

が想定されており、道都札幌の⽞関⼝にふさわし

い空間形成と⾼次都市機能・交通結節機能の強化

が進められている。

12

【札幌都⼼アクセス道路の整備】

• 札幌市は道内の各地域や空港・港湾等の交通拠

点から都⼼へのアクセスを強化し、北海道新幹

線札幌延伸とも連携した広域的な交通ネット

ワークの形成を図るため、創成川通（国道5号）

を都⼼アクセス強化道路軸と位置づけ、国等の

関係機関と連携し、創成川通（国道5号）の機能

強化に向けた検討を進めている。

出典︓札幌市「国道5号創成川通の都市計画に関する説明会資料」（R2）

出典︓札幌市「札幌駅交流拠点まちづくり計画」（H30）

出典︓札幌市「都市計画道路7・4・43東4丁⽬通 事前説明資料」（R2）

対象エリア

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

出典︓札幌市都市計画基礎調査（R2.3.31現在）をもとに事務局作成

【対象エリア周辺の建物築年限】
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2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ② 機 能 の 分 布 と 容 積 率
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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②－１. 機能分布図
• はぐくみの軸沿道は創成川以⻄は主に業務施設が多く集積しており、⻄側に⾏くにつれて地⽅国家施設や⽂化施設、住宅が散⾒されるようになる。

• ⼀⽅で創成川以東については共同住宅が多く分布する。

②－２． 実容積率別分布図
• ⼤通と駅前通の交差点に特に⾼容積率の建築物が集積している。

対象エリア

対象エリア

⽯
⼭
通

札
幌
駅
前
通

創
成
川
通

東
４
丁
⽬
通 出典︓札幌市都市計画基礎調査（R2.3.31）をもとに事務局作成

出典︓札幌市都市計画基礎調査（R2.3.31）をもとに事務局作成

※対象エリアの図⽰については沿道の建物の
状況を⽰すため、便宜的に図⽰していま

す。

※対象エリアの図⽰については沿道の建物の
状況を⽰すため、便宜的に図⽰していま

す。



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ③ オ フ ィ ス と 商 業 施 設 の 延 べ 床 ⾯ 積
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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③－１. 延床⾯積別オフィス
• 延床⾯積20,000㎡以上の⼤規模オフィスは⼤通と駅前通の交差点近辺を中⼼に集積している。

③－２. 延床⾯積別商業施設
• 延床⾯積20,000㎡以上の⼤規模商業施設は⼤通と駅前通の交差点の南側近辺を中⼼に集積している。

対象エリア

対象エリア

⽯
⼭
通

札
幌
駅
前
通

創
成
川
通

東
４
丁
⽬
通

⽯
⼭
通

札
幌
駅
前
通

創
成
川
通

東
４
丁
⽬
通

出典︓札幌市都市計画基礎調査（R2.3.31）をもとに事務局作成

出典︓札幌市都市計画基礎調査（R2.3.31）をもとに事務局作成

※対象エリアの図⽰については沿道の建物の
状況を⽰すため、便宜的に図⽰していま

す。

※対象エリアの図⽰については沿道の建物の
状況を⽰すため、便宜的に図⽰していま

す。



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ④ 機 能 分 布 の 変 化

④. 機能分布の変化
• 対象エリア内では、近年沿道地域での住環境整備が進み、それに伴い保育施設も増加している。

２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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【2021年9⽉時点の共同住宅・保育施設】
保育施設位置・住宅施設位置︓事務局調べ

【1995年時点の共同住宅・保育施設】
共同住宅位置︓事務局調べ 保育施設位置出典︓札幌市⺠⽣局保育部「札幌市の保育⾏政」（H7）

計画対象エリア（ 内）において、
共同住宅の棟数が２５年程で約1.8倍（62棟⇒110棟※）増加しており
保育施設は９件（３件⇒１２件※）増加している。
（※図着⾊箇所集計結果による）

【凡例】

保育施設 共同住宅

対象エリア

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

【凡例】

保育施設 共同住宅

対象エリア

1995年以降にできた保育施設

1995年以降にできた共同住宅

対象エリア

対象エリア



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑤ 地 下 歩 ⾏ ネ ッ ト ワ ー ク ⑥ ⾃ 動 ⾞ 交 通 量
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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⑤. 地下歩⾏ネットワークが整備されているはぐくみの軸周辺
• 対象エリア内には、東⻄⽅向に地下鉄コンコースや札幌地下街「オーロラタウン」があり、南北⽅向に札幌駅前通地下歩⾏空間やさっぽろ地下街「ポールタウン」があり、また、そ

れぞれの地下空間に建物が接続しているなど、地上-地下の回遊性が⾼いエリアとなっている。

※札幌市調べ
※いずれも平⽇7時から19時の交通量

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

⑥. ⼤通公園周辺の⾃動⾞交通量
• ⼤通公園沿道の⾃動⾞交通量は東⻄⽅向、南北⽅向ともに、⾃動⾞交通量が減少している傾向がみられる。

⻄13丁⽬ ⻄12丁⽬ ⻄11丁⽬ ⻄10丁⽬ ⻄9丁⽬ ⻄8丁⽬ ⻄7丁⽬ ⻄6丁⽬ ⻄5丁⽬ ⻄4丁⽬ ⻄3丁⽬ ⻄2丁⽬ ⻄1丁⽬

16,469（H4）
12,799（H13）

16,722（H4）
13,055（H13）

16,540（H4）
13,300（H13）

16,825（H4）
13,678（H13）

13,123（H2）
7,839（H21）

4,722（H2）
6,017（H30）

12,378（H13）
9,624（H20）

10,480（H2）
7,334（H30）

3,263（S62）
4,301（H4）

※公園連続化前

36,121（H4）
37,310（H13）

3,468（H4）
3,821（H13）

8,960（H4）
8,961（H13）

6,438（H4）
6,788（H13）

14,486（H4）
9,952（H13）

※⼀⽅通⾏

16,616（H4）
10,982（H20）

12,225（H2）
6,990（H21）

※⼀⽅通⾏

16,435（H2）
7,831（H30）

※⼀⽅通⾏

10,843（H4）
8,814（H13）

※⼀⽅通⾏

⼤通と
東4丁⽬線
との交差点

⼤通東4

南1東4

⼤通東3

南1東4

5,603
（H28）

5,510
（H28）

11,029
（H28）

11,214
（H28）

18,418（H4）
14,317（H13）

16,739（H2）
10,822（H20）

13,595（H13）
11,136（H20）

18,890（H4）
14,086（H13）

18,997（H4）
14,539（H13）

18,868（H4）
14,333（H13）

3,586（H4）

7,200（H4）

7,085（H4）

11,930（H12）

16,184（H2）
9,097（H30）

19,193（H2）
7,286（H30）

太枠実線 ︓データ内で⾃動⾞交通量が減少している箇所

細枠点線 ︓データ内で⾃動⾞交通量が減少していない、もしくは、過去単年度の⾃動⾞交通量のみの箇所

13,071（H13） 14,240（H13）

14,438（H13）

12,301（H13）12,477（H13）11,258（H13）

国⼟地理院地図をもとに事務局作成

さっぽろ地下街「ポールタウン」

さっぽろ地下街「オーロラタウン」

札幌駅前通
地下歩⾏空間

地下鉄コンコース

地下鉄コンコース

北1条公共地下歩道
対象エリア



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑦ 地 価 ⽔ 準 ⑧ 公 共 交 通 へ の ア ク セ ス 性

⑦. 狭域で幅広く推移する地価⽔準
• 対象エリア内は、特⾊ある複数のエリアをまたがっている性質上、地価⽔準も208,000円/㎡〜5,200,000円/㎡とばらつきがある。

２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像

⻄11丁⽬駅

• 対象エリア内には地下鉄３線と市電が乗り⼊れ、いずれのエリアも駅の出⼊⼝・停⾞場から半径約400m（概ね徒歩５分）の範囲となるなど、公共交通利便性が⾼い。

地下駅（半径400ⅿ）

市電停⾞場（半径400ⅿ）

①

② ③

④
①

②

③ ④

⑤ ⑥

⑨
⑫

⑬
⑭ ⑮⑰ ⑱⑲⑳ ㉒

㉛

㉝

㊱㉟
㉞

㊲
㉜

㉓㉔ ㉖
㉗

①

②
③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧
⑨

⑩

⻄15丁⽬停

中央区役所前停 ⻄8丁⽬停 ⻄4丁⽬停
⑩

⼤通駅 バスセンター前駅

札幌中央5-25
208,000(円/㎡)

札幌中央5-6
600,000(円/㎡)

札幌中央5-13
725,000(円/㎡)

札幌中央5-12
1,820,000(円/㎡)

札幌中央5-4
2,730,000(円/㎡)

札幌中央5-5
910,000(円/㎡)

札幌中央5-3
2,180,000(円/㎡)札幌中央5-11

495,000(円/㎡)
札幌中央5-9
635,000(円/㎡)

札幌中央5-1
5,200,000(円/㎡)

Min.

Max.

国⼟交通省「地価公⽰・都道府県地価調査](調査基準⽇令和3年1⽉1⽇),
国⼟地理院地図をもとに事務局作成
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国⼟地理院地図をもとに事務局作成

⑧. 公共交通への⾼いアクセス性



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑨ み ど り ・ 景 観 に 関 わ る 規 制

⑨－１. ⾵致地区に指定されている⼤通

２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像

18

●⾵致地区制度の概要

• 都市の⾵致（札幌市においては、本市の⾃然的環境の⾻格をなす⼭並み、丘陵、河川、
及び市街地に残る緑地を中⼼とした緑豊かな都市環境をいいます。）を保全するために

定められる地区。

• ⾵致地区制度は、建築物の建築等の⾏為に⼀定の制限を加えることにより、都市の⾵致

を保全し、緑豊かな都市環境を保全する。

●⼤通⾵致地区の概要

• 計画エリアの⼀部は「⼤通⾵致地区」に指定されている。

• 「⼤通⾵致地区」は第⼀種地区と第四種地区の⼆種類の⾵致地区に指定されている。

 第⼀種地区︓⼤通公園及び隣接する南北⼤通（歩道を含む）

 第四種地区︓南北⼤通（歩道を含む）の道路境界線より30ｍの部分

⼤通⾵致地区保全⽅針図

●⼤通⾵致地区における規制

• ⾵致地区内における⾏為の規制

 建築物の建築

 ⼯作物の建設

 宅地の造成、⼟地の開墾その他の⼟地の形

質の変更

 樹⽊の伐採

 ⽔⾯の埋⽴て⼜は⼲拓

 ⼟⽯の類の採取

 建築物及び⼯作物の⾊彩の変更

 物件のたい積の⽤に供するための⼟
地の使⽤

規制対象⾏為
⾏為の許可基準

第⼀種 第四種

建
築
物

⾼さ 10m以下 15ｍ以下

建ぺい率 30％以下 40％以下

後退
距離

道路境界線から 3ｍ以上 2ｍ以上

隣地境界線から 1.5ｍ以上 1ｍ以上

緑化率 50％以上 30％以上

位置、形態、意匠
当該建築の⾏われる⼟地及びその周辺の⼟地の区域における⾵致と著し
く不調和でないこと

⼟地の形質
の変更

緑化率

50％以上 30％以上

駐⾞場の造成に係る⼟地の形質の変更の場合は、⼟地の周囲に適切な植
栽を伴うものであること

のりの⾼さ ５ｍ以下

樹⽊の伐採
緑化率 50％以上 30％以上

範囲 必要最⼩限度の伐採であること

建築物及び⼯作物の⾊彩の
変更

当該建築物等の存する⼟地及びその周辺の⼟地の区域における⾵致の維
持に⽀障を及ぼすおそれが少ないこと

●⼤通⾵致地区における許可基準（抜粋）

●⾵致地区内の⾏為等に関する審査基準（抜粋）

建築物における基準

条例第３０条第１号アただし書の市⻑が⾵致の保全に⽀障がないと認めたものは、次に
掲げるものとする。ただし、他法令で規定がある場合は除く。

（１）⼤通⾵致地区及び創成川上⾵致地区の第四種地区内で⾏われる⾏為の場合

建築物の⾼さ、建ぺい率及び後退距離については、条例別表３（上記許可基準）に定

める基準を適⽤しない。なお、緑化率については、同表に定める基準を１５／１００
以上とする。



⑨－２. 景観計画重点区域に指定されている⼤通

2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑨ み ど り ・ 景 観 に 関 わ る 規 制
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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●景観計画重点区域内における届出制度の概要

• 札幌市は市全域を景観法に基づく景観計画区域とするとともに、この中で特に良好な景
観を形成する必要がある区域を「景観計画重点区域」とした。

• 新築、増築、改築、外観の過半にわたる⾊彩の変更など、届け出の対象となる⾏為を⾏

う建築物、⼯作物、広告物などについて、地区特性に応じた景観形成を図るため、⾊

彩、デザインなどに関する「景観形成基準」を地区ごとに定めている。

●⼤通地区景観計画重点区域における景観形成⽅針

• みどりにあふれた、連続性のある街並み

• 四季の彩りを⽣かした、美しい街並み

• 都市形成の歴史と遺産を⽣かした、⽂化性豊かな街並み

• 市⺠に親しまれる、開放的でにぎわいのある街並み

景観計画重点区域図（⼤通地区）

●⼤通地区景観計画重点区域における景観形成基準



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑩ ⼤ 通 公 園 の 概 要
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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⑩．⼤通公園の概要

• 札幌市の中⼼部に位置し、⼤通⻄１丁⽬から⼤通⻄12丁⽬までの⻑さ約1.5㎞、⾯積約7.89haの特殊公園。

• 1989年から６年かけて再整備⼯事が実施され、1993年にはイサム・ノグチ（モエレ沼公園の基本設計者）の作品「ブラック・スライド・マントラ」が8丁⽬と9丁⽬の間の道路に設置
され、⼤通公園が⼀部連続化された。

• 美しい花壇や芝⽣、約90種4,700本におよぶ樹⽊のほか、ライラックまつり、YOSAKOIソーラン祭り、雪まつりやホワイトイルミネーションなど、四季折々の美しい植物やイベントな

どにより、1年を通して多くの市⺠や観光客に親しまれている。

• 国際都市札幌のシンボルとして、『交流』・『オアシス』・『つどい』・『フロンティア』『花』の５つのテーマと５つのゾーンで構成されている。

中央にカナール（⽔路）を配置した
バラを中⼼とする沈床式の空間。

【花】サンクガーデンゾーン

開拓を記念した像などが設置されて
いる空間。

プレイスロープや遊具、コンサート
会場が設置されたアクティブな空
間。

⽔と光の演出でオアシスゾーンにふ
さわしい安らぎの空間。

姉妹都市のシンボルが地模様になっ
た国際親善の空間。

【フロンティア】歴史・⽂化ゾーン 【つどい】遊び・イベントゾーン 【オアシス】⽔と光ゾーン 【交流】国際交流ゾーン

＜大通断面イメージ＞

歩道部分2ｍ 歩道部分2ｍ

大通公園 約65ｍ

都市計画道路大通 105ｍ

車道12ｍ

（３車線一方通行）

歩道6ｍ 車道12ｍ

（３車線一方通行）

歩道6ｍ



2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑪ ⼤ 通 公 園 沿 道 の 街 並 み ⑫ 市 ⺠ ・ 観 光 客 の 声
２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像
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出典︓さっぽろ観光写真ライブラリー

⑪. ⼤通公園沿道の街並み

●都市と⾃然が融合した、札幌の都市の資源の⼀つになっている景観

• テレビ塔からは⼤倉⼭のジャンプ台や、その背後の⼭々を⾒ることができ、都⼼に
居ながらにして⾃然的な解放感を感じることができる。

• また、建物が形成するスカイラインの上に、⼭々が形成するスカイラインが⾒るこ

とができ、都市と⾃然が融合した景観を形成している。

⑫. 市⺠・観光客の声

●市⺠の⼤通公園に対する声

• 札幌市⺠にとって、⼤通公園はもっともよく利⽤する公園であると⾔えるが、利⽤⽬的
としてはイベントが55.2%となっており、多様な公園の魅⼒が市⺠に認識されていると

は⾔えない。

■この１年間で、最もよく利⽤した札幌市の

主な公園はどこですか。

■よく利⽤する公園について、どのような利⽤

を⾏っていますか。（⼤通公園利⽤者）

●観光客の⼤通公園に対する声

• 観光⽬的で来札した道外在住者に対する調査において、⼤通公園が、「訪問した場所」
「観光スポットのうち札幌と聞いて思い浮かぶ⾔葉」の項⽬で第2位となっており、観光

スポットとして定着していると⾔える。

出典︓平成２９年度 札幌市みどりに関する市⺠アンケート調査の概要

■訪問した場所<回答率 5.0％以上のもの>
（N=1,000 MA）

■札幌と聞いて思い浮かぶ⾔葉＜観光スポット・

イベント・その他＞（性別・年代別）

出典︓札幌市「令和元年度来札観光客満⾜度調査報告書」



• 対象エリア内には⼤通公園が⽴地し、緑被率（⼟地⾯積に占める緑化空間の割合）は18.42％である。

• ⼀⽅で、公園や街路樹等の公共のみどりを除く⾯積では4.57％であり、沿道街区の⺠有地のみどり
（＝緑化空間）が少ないことが分かる。

⑬．沿道街区での緑化空間の不⾜
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⼤通周辺のみどり

※条丁⽬ごとの緑被率
（公園及び街路樹等を除く）

2 - 3 は ぐ く み の 軸 を 取 り 巻 く 現 状 ・ 課 題 ⑬沿道街区での緑化空間の不⾜ ⑭沿道と公園の⼀体感の不⾜

• 沿道と公園の機能的な連続性は⾒られない。

• 沿道から公園を眺めると、駐輪⾃転⾞が⽬⽴ち、トイレの背⾯が露出しているなど景観が損なわれている。

• さらには、路上駐⾞も⽬⽴ち、空間として沿道と公園の⼀体感が⽋けている。

２ ． は ぐ く み の 軸 沿 道 ま ち づ く り の 理 念 と 将 来 像

22

⑭. 沿道と公園の⼀体感の不⾜

①沿道の様⼦（公園北側） ②沿道の様⼦（公園南側） ③野外ステージ裏側 ④トイレの裏側と沿線に置かれた⾃転⾞ ⑤⾃転⾞通⾏空間をふさぐ路上駐⾞ ⑥路上駐⾞を避け⾞道を通⾏する⾃転⾞

⑥

④ ②

①③

⑤

国⼟地理院地図をもとに事務局作成


